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社会授業（4年2組） 

 現近代におけるごみ問題について知り、学習課題を設定する。  

 

1 前時の振り返りをする。 

〇前回はどんな学習でしたか。 

 ・家や学校では毎日ごみが出ていた。 

２ ごみが処理されないとどうなるのか予想してペアで確認する。 

 〇毎日出るごみが処理されなかったらどうなるでしょう。 

 ・町中ごみでいっぱいになる。 ・臭くなる。   ・虫が湧く。 

 ・海が汚れる。 ・生き物が死んでしまう。 ・住みにくくなる。 

３ 本時の目当てを確認する。 

  ごみの問題について考え、学習課題を立てよう。 

４ ごみ問題に関する資料を読んで分かったこと、気付いたこと、

思ったことをノートに書き込む。 

５ ４で考えたことをグループで出し合い、全体に共有する。 

 〇若洲の埋め立て地（1972年）約50年前の写真です。 

 ・ごみであふれている。 

 〇ごみ問題を伝える当時の新聞（1971年9月5日）です。 

 ・夢の島にごみを捨てるな。 

 〇ごみであふれた都内の公園の写真です。 

 ・汚い。 

 ・こんな公園行きたくない。 

 〇ハロウィン翌日の渋谷のコンビニの写真です。 

 ・ごみだらけ。 

 〇最近の海の写真です。 

 ・大きなごみがたくさんある。 

 〇ウミガメの写真です。 

 ・ウミガメがごみに絡まって動けない。 

６ ４の資料と自分たちの家庭や町を比較し、問題が起きていない

理由について予想を立てる。 

 〇どうして昔よりごみが少ないのだろう。 

 ・処理してくれる人がいるから。・みんなで気を付けているから。 

７ 学習課題を設定する。 

 〇何について調べたいですか。 

 ・処理してくれる人。 ・ごみがどこに行くか。・リサイクル。 

わたしたちが健康にくらすためにごみを処理する人たちはどの

ような方法、どんな思いで処理しているのだろう。 

☆東京都はどのように処理していくのか勉強していきましょう。 

 

 


